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1．はじめに

過去 30年近くにおける文化心理学の研究は，
人の心の性質が社会・文化環境に大きく依存して
いる可能性を示している。その社会・文化環境は
そこに人々が生きることによって成り立つことか
ら，社会・文化環境と人の心の働きは相互に構成
し合っている。しかも，人（ヒト）の生体として
のさまざまな生理的な反応，さらには遺伝子に代
表されるその生体を作り上げている要素を踏まえ
ると，社会・文化環境と人の心の働きとの間の相
互構成過程は，社会科学にとどまらず，領域を超
えた関心を集める問題である。そしてその過程を
理解する上で 1つの手がかりとなるのは，社会・
文化環境と遺伝子が共進化してきたという可能性
である。これは，人（ヒト）が作り出したある社
会・文化環境の特徴が人（ヒト）のある遺伝子の
頻度に影響を与える，つまり世代から世代への遺

伝子の継承に社会・文化環境が選択圧となり，さ
らにその遺伝子の頻度が高まることによってその
社会・文化環境の特徴が進化していくといった，
進化のプロセスを通じた遺伝子と社会・文化との
相互の影響に着目するものである。このような環
境と遺伝子の共進化についての研究は，社会レベ
ルによる分析を通じ，ある社会・文化集団におけ
るある遺伝子型の保有の程度とその社会・文化集
団の特徴（例えば優勢な価値観） との関連に着目
してきた。本論文では，まず，この環境と遺伝子
の共進化に焦点を当て，代表的な研究をレビュー
する。次に，これまでの知見は，心の働きや行動
様式の個人差は，社会・文化環境と遺伝子の相互
作用の結果生じ，同じ社会・文化環境のもとにお
いても遺伝子の差異によって異なる心の働きや行
動様式が生じうる，また同じある遺伝子型を持っ
ていてもその人々を取り巻く社会・文化環境が異
なることによってその人々の心の働きや行動様式
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が異なってくることも示唆している。そのような
社会・文化環境と遺伝子の相互作用に関する研究
は，社会・文化環境の特徴と遺伝子の頻度（つま
り世代から世代への遺伝子の継承における選択圧
としての社会・文化環境や，その遺伝子の頻度の
高まりによっての文化進化）に焦点を当てるより
もむしろ，遺伝子と心の働きや行動様式との関連
がその人々を取り巻く社会・文化環境によって調
整される可能性や，ある特定の遺伝子多型が社
会・文化環境による影響を受けやすい結果，その
遺伝子多型をもつ個人ほどその環境において促さ
れる心の働きや行動様式を獲得しやすい可能性に
ついて検討してきた。そこで本論文では，社会・
文化環境と遺伝子の相互作用に関する知見につい
ても，代表的なものを紹介する。なおこのような
社会・文化環境と遺伝子との共進化や相互作用に
ついては，本論よりも系統的で明らかに優れたレ
ビューがすでにあり（Chen	&	Moyzis,	2018；Kim	
&	Sasaki,	2014；Sasaki	&	Kim,	2017），本論に新奇
性はない。しかし近年，これらの共進化や相互作
用についての研究は，さまざまな問題に直面して
いる。本論が貢献できる点があるとすれば，現状
の問題点にも言及した上で，文化心理学の立場か
ら今後の研究の方向性を不完全ながらも示すとこ
ろにある。

2．社会・文化環境と遺伝子の共進化

700～600万年前に， ヒト族はチンパンジーの系
統から分かれた。その後の更新世を特徴づけるの
は地球の温度の低下である。特に過去 8万年の気
候は周期的にかつ激しく変動した。このことによ
りヒト族が生きる環境は大きく変わり，例えばど
のように食料を確保するか，どのように捕食者に
立ち向かうか等，生存のための手段にも変化が生
じた。さらにこのような環境の変化は，集団の規
模や他集団との接触や相互作用といった社会的な
側面の変化ももたらした。そしてそれらの変化の
結果，個々の生存を可能にする認知能力，具体的
には他者のふるまいの模倣に代表される社会的学
習，採食に必要な道具使用や作成，他者との情報
の共有や情報の蓄積などを可能にする能力が進化
した。特にこの認知能力によって他者との協力行
動や世代間の累積的な情報の伝達が可能となり，

それが効率的な採食をもたらすことで個々の生存
の確率が高くなると，結果的にこのことが認知能
力そのものの進化を加速させた。しかもそのよう
な認知能力をもったヒトは例えば火や住まいと
いった発明によって環境をこれまでにない形で変
えていった。そして新たに獲得した知識や技術の
情報に改良を加えながらもそれを蓄積していくこ
とによって生じた 「文化」 は， 適応度にも影響を与
えた。これは，ニッチ構築 （Odling-Smee,	1988） 
と呼ばれる。二重継承理論（Boyd	&	Richerson,	
1985；Cavalli-Sforza	&	Feldman,	1981） によれば， 自
然選択の結果，遺伝情報が次世代へと伝達される
のに加え，文化進化によっても適応的な形質は伝
達されていく。その結果，文化的に適応した形質
をもつヒトの遺伝子はその文化において選択され
やすくなる。また更新世の終わりごろにヒト集団
が定住し，農業を始め，動物や植物を家畜化する
ようになると，人口密度の増大，病原体の感染や
その蔓延等のさまざまな変化が生じた。ここで挙
げた例はヒトの生存にとって脅威となるものであ
るが，後述するように，歴史上，そのような生態
学的な脅威に強くさらされた環境下では，その脅
威に対処するための協調的な行動を促す規範や慣
習が形成されやすく，しかもそのような規範や慣
習に関連した遺伝子型をもつ個人の適応度が高く
なったと考えられる。まとめると，社会・文化環
境と遺伝子の共進化とは，二重継承理論が示すよ
うに，遺伝子による生物学的な進化と社会・文化
の進化とが相互に影響し合うことで生じる （e.g., 
Boyd	&	Richerson,	1985；Richerson	&	Boyd,	2005）。
大人のラクトース耐性レベルの地域差は，この
共進化に関する好例である。例えば，当該の環境
に適応した結果として，ある地域では家畜を飼い
それを生存のすべにするような文化が進化したと
する。そのように進化した文化環境においては，
大人でもミルクを摂取することが可能な遺伝子
（つまりラクトース耐性遺伝子）を持つ人たちの
適応度は相対的に高いため，その遺伝子は次世代
へ受け継がれやすい。さらに，その遺伝子を持つ
人の割合が増えると，その地域におけるミルクの
消費そのものも増え，それに沿うように文化も進
化する。
この共進化を検討する 1つの研究手法は，ある
遺伝子多型における遺伝子型の割合が地域（例え
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南米へといったルート） を踏まえて，主に社会集
団の移動距離を算出した。そしてその移動距離が
長い集団ほど，7Rをもつ個人の割合が高いこと
を明らかにした。彼らの主張によれば，新奇性追
求，探索行動，リスクテイキング傾向と関連する
7R対立遺伝子は，そのような行動傾向が不慣れ
な環境への適応に有効であったため，人々の移動
とともに結果的に選択されていったと考えられ
る。またこれに関連し，彼らは，遊牧を生業とし
ている集団と農耕を主とする定住集団とでは，
7R対立遺伝子をもつ人々の割合は前者において
高いことも示している。同様の知見は，Eisenberg 
et al. （2008） でも報告されている。よって，新規
性追求，探索行動，リスクテイキング傾向と関連
する行動は，困難な環境に直面することの多い遊
牧集団においてより適応的であり，結果的に選択
されたと考えられる。

2.2　5-HTTLPR と集団主義
セロトニントランスポーター （5-HTT-linked	

polymorphic region， 以下では 5-HTTLPRと表記） 
遺伝子の発現をコントロールするプロモーター領
域には，短い （s） と長い （l） の 2つのタイプがあ
り，前者は後者よりも 5-HTTの発現量が少ない。
つまり一旦放出されたセロトニンを神経細胞内に
取り組む量は，sアレルをもつ個人のほうが少な
い。これまでの研究によると，l/lの人と比べ，s/s
や s/lの人は不安傾向が強く （Lesch	et	al.,	1996），
怒りや恐怖表情に対してその扁桃体が強く活動し
やすい（Hariri et al., 2002）。また，後述のように，
鬱病のかかりやすさと環境要因（例えば，ストレ
スフルな家庭環境）との関係がこの遺伝子多型に
よって調整されていることも知られている（Caspi 
et	al.,	2003；Taylor	et	al.,	2006）。Taylor et al. （2006）
によれば，s/lや l/lの人では，環境要因による影響
がほぼ見られないのに対し，s/sの人は，環境要
因が厳しいほど鬱病にかかりやすい一方，それが
ストレスの低いものであれば，s/lおよび l/lの人
と比べても，鬱病にはなりにくい。
加えて，DRD4と同様に，5-HTTLPRの sアレル

をもつ個人の割合に関しても大きな地域差が存在
する。例えば東アジアにおいて sアレルをもつ個
人は70～80%を占めるのに対し，ヨーロッパで
はその割合は 40～ 45%である （Gelernter,	Kranzler,	

ば国） によって異なる点に着目し，その地域にお
いて優勢とされる価値観や行動様式との関連を調
べるものである。以下ではその研究手法に基づく
代表的な知見を紹介する。

2.1　DRD4 と移住
ヒトは，後期更新世の気候変動を背景に進化
し，アフリカ大陸外への大移動を開始した。そし
て約 45,000～60,000年前には世界中に拡散した
と考えられている。この出アフリカの過程は，大
規模な人口の増加や複雑な技術の発明をもたらす
とともに，不慣れな環境への進出による新たな挑
戦を伴うものであった。このような不慣れな環境
のもとでは，新奇性追求や広範な情報探索行動が
有効であったため，結果的にそのような行動の表
現型と関連した遺伝子多型が選択されていった可
能性がある。その 1つとして考えられているのが
ドーパミンD4受容体（DRD4）遺伝子多型であ
る。ドーパミンは，認知，情動，動機づけ等のさ
まざまな機能を制御する重要な神経伝達物質であ
る。DRD4は，これまでに同定されている 5種類
のドーパミン受容体の 1つであり，前述のように
新奇性追求や衝動性と関連している （Benjamin	et	
al.,	1996；Ebstein	et	al.,	1996）。DRD4をコードす
る遺伝子に関する多型の代表的なものは，DRD4
遺伝子のエクソン 3領域における多型であり，
2～11の繰り返し単位からなる （Ding et al., 2002）。
一般的に最も頻度が高いのは，繰り返し単位が 
4である4R対立遺伝子であるが，これまでの研
究は，これを持つ人々と比較し，繰り返し単位が
7や 2である7Rおよび 2R対立遺伝子を持つ人々
のほうが報酬に対する感受性（Nikolova	et	al.,	
2011），新奇性追求（Ebstein	et	al.,	1996）， リスク
テイキング傾向 （Kuhnen	&	Chiao,	2009） のいずれ
もが高いことを示している。そして重要なこと
に，この対立遺伝子の頻度には地域差がある。例
えば，アメリカでは 4Rについで多いのは 7Rで
あるのに対し，アジアでは稀である。一方，アジ
アでは 4Rについで多いのは 2Rである （Chang et 
al.,	1996）。しかもこれらの対立遺伝子の割合と移
住の歴史が関連していることも示唆されている。
Chen et al. （1999） は，過去 1,000～30,000年の移
住に着目し，その移住に関してよく知られた 6つ
のルート （例えば北アジアから北米，さらには中
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よる調査を行い，特にこの行動の統制に関する規
範の厳しさ―緩さの地域差に着目し，脅威にさら
された地域ほど規範が厳しいことを示した。で
は，このような国を単位とした脅威と規範の厳し
さとの関係も sアレルをもつ個人の割合によって
説明されるだろうか。Mrazek	et	al.	（2013） は，こ
の点について検討し，Gelfand et al. （2011） によっ
て定義された生態学的な脅威にさらされた国ほど
sアレルをもつ個人の割合が高く，sアレルをも
つ個人の割合が高い国ほどGelfand et al. （2011） 
によって定義された規範の厳しさが顕著であるこ
とを示した。
以下は，この節において紹介した知見に関する
著者のまとめである。5-HTTLPRの sアレルをも
つ個人の割合に着目し，国ごとの生態学的な脅
威，集団主義や規範の厳しさ，さらには鬱や気分
障害等の精神疾患の割合との関連を検討した
Chiao	and	Blizinsky	（2010） とMrazek	et	al.	（2013） 
が明らかにしたのは，まず，5-HTTLPRの sアレ
ルをもつ個人は不安や神経症傾向を示しやすいと
考えられていたにもかかわらず，国を単位とした
分析では sアレルをもつ個人の割合が高い国ほど
鬱や不安障害の割合は低く，この関係は国ごとの
集団主義の程度によって説明されるという点で
あった（つまり，sアレルをもつ個人の割合→集
団主義の程度→鬱や不安障害の割合という関係に
なっていた）。これは，集団主義が特に sアレル
をもつ個人にとって有利な環境として働き，それ
が鬱や不安障害の割合の低さに反映されたことを
示唆する。次に，歴史上および生態学上のさまざ
まな脅威は，人々の生存にとって深刻であり，特
にその脅威が顕著であった地域ほどそれに対する
人々の防御や防御を強制する社会制度が促された
が，そのような脅威と社会制度（厳しい規範や集
団主義）との関係は，各国の sアレルをもつ個人
の割合によって説明された（つまり，歴史上およ
び生態学上のさまざまな脅威→ sアレルをもつ個
人の割合→厳しい規範や集団主義の程度という関
係になっていた）。このことは，集団主義が特に
sアレルをもつ個人にとって有利な環境として働
いたのみならず，そのような脅威下で生存に必要
とされる人々の間での協力行動こそ sアレルをも
つ個人の間で生じやすく，また sアレルをもつ個
人が人々の間での協力や逸脱者への厳罰といった

&	Cubells,	1997）。興味深いことに，Chiao and 
Blizinsky	（2010） は，各国における sアレルをもつ
個人の割合とHofstedeによる国ごとの個人主義―
集団主義のスコア （Hofstede,	2001） との間に強い
関係が見られ，sアレルをもつ個人の割合が高い
国ほど集団主義傾向が強い（個人主義傾向が弱
い）ことを示した。さらに彼らは，sアレルをも
つ個人の割合が高い国ほどWHOにおける調査に
基づく鬱傾向や気分障害の割合が小さくなってい
ること，しかもこの sアレルをもつ個人と鬱傾向
や気分障害の割合との関係を国ごとの個人主義―
集団主義のスコアが媒介しており，sアレルをも
つ個人の割合が高い国ほど集団主義傾向が強く 
（個人主義傾向が弱く），そして集団主義傾向が 
強い（個人主義傾向が弱い）国ほど鬱傾向や気分
障害を報告する人々の割合が小さくなっている 
といった関係になっていることも示した。また
Fincher et al. （2008） は，過去に病原体がどの程度
蔓延したかを示すスコアが高い国ほどHofstedeに
よる国ごとの集団主義のスコアが高い（個人主義
のスコアは低い） ことを示した上で，歴史上，
人々にとって病原体の存在は自然環境における脅
威であり，特に病原体が発生しやすく感染に晒さ
れやすい地域ほど人々の生存のためにはその防御
が必要であったが，集団主義によって特徴づけら
れる行動特性，例えば自民族主義や同調がその防
御のための有効な手段として機能した可能性を論
じた。Chiao	and	Blizinsky	（2010） は，この Fincher 
et al. （2008） をもとに，国ごとの sアレルをもつ個
人の割合，過去の病原体の蔓延の程度，個人主 
義―集団主義との関連も検討した。そして彼ら
は，過去の病原体の蔓延の程度と集団主義との関
係を sアレルをもつ個人の割合が媒介しており，
過去に病原体が蔓延した国ほど sアレルをもつ個
人の割合が高く，sアレルをもつ個人の割合が高
い国ほど集団主義のスコアが高い（個人主義のス
コアが低い） といった関係になっていることを示
した。
さらに，Fincher et al. （2008） を拡張することに
よって，Gelfand et al. （2011） は，病原体を含めた
さまざまな生態学的な脅威（例えば，高い人口密
度，資源の不足，領土を巡る集団間の衝突）にさ
らされた地域ほど人々の行動は統制されやすいと
いった可能性を論じた。そして彼らは 33か国に
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たが，その程度はAAの人と比較し，GGやAGの
人において顕著であった。しかも社会的な痛みに
対する主観的な敏感さに関する遺伝子多型間の差
異は，前帯状皮質の賦活の程度によって媒介され
た。つまり，社会的排斥の経験をするとGアレル
をもつ人でより前帯状皮質が賦活し，そしてその
賦活の程度が強い人ほど，社会的な痛みに対して
敏感だと言える。そしてWay	and	Lieberman	（2010） 
は，社会・文化に占めるGアレルをもつ人の割合
と個人主義―集団主義的傾向（Suh	et	al.,	1998） が
有意に相関し，Gアレルをもつ人の割合が高い社
会・文化ほど集団主義的傾向が強いことを示し
た。社会的な痛みを敏感に知覚することが関係性
への欲求を促すのであれば，5-HTTLPR同様，集
団内の関係や結びつきに高い価値を置き，それに
基づく規範の維持が必要な社会環境において，そ
のようなGアレルをもつ人の傾向は結果的に適
応であり，そしてそうした人々の傾向がさらにそ
の社会環境の特性を強めたのかもしれない。

3．社会・文化環境と遺伝子の相互作用

社会・文化環境と遺伝子の共進化に加え，それ
らの相互作用についてもこれまで検討されてきて
いる。これまでの社会・文化心理学の研究が明ら
かにしているように，ある心理・行動傾向はその
個人が置かれた環境や状況の性質に依存し，人は
日常生活を通じてその環境や状況における適切な
ふるまいや反応を学ぶ。しかしその環境や状況に
適合した心理・行動傾向を個人がどの程度効率的
に学びまた獲得するかは，各人がもつ遺伝子が関
与している可能性がある。もしそうであるなら，
ある遺伝子型をもつ個人は，そうでない個人と比
べて，環境や状況に適合した心理・行動傾向を示
しやすいだろう。

3.1　環境要因による影響とその敏感さ
環境と遺伝子の相互作用に関し，従来から考え
られていたのは，diathesis-stress model（ストレス
脆弱性モデル，Monroe	&	Simons,	1991） である。
Caspi et al. （2003） はこれに該当する。Caspi et al. 
（2003） は，ダニーデン （ニュージーランド） にお
ける 1000人以上を対象とした縦断研究のデータ
に関し，参加者が 26歳だったときのうつ症状と

集団主義的な規範を積極的に作り上げたことを示
唆する。

2.3　μ-オピオイド受容体と集団主義
5-HTTLPR同様， μ-オピオイド受容体のA118G遺
伝子多型にも地域差があり，集団主義傾向との関
連があることが指摘されている （Way	&	Lieberman, 
2010）。オピオイドには鎮痛作用がある。一方，
社会的排斥による研究から，社会的な痛みを感じ
る場合にも物理的な痛みを感じるときと同様，前
帯状皮質や前部島皮質が賦活することが知られて
おり （Eisenberger,	Lieberman,	&	Williams,	2003），物
理的であろうと社会的であろうと痛みは同一の基
盤から生じる。そのためオピオイドの鎮痛作用
は，社会的な痛みにも作用する。実際に，サルや
イヌ等の動物で子供を母親から分離させると，そ
の子供はその分離に痛みを感じて鳴き声を上げる
が，オピオイドの代表例であるモルヒネを少し投
与された子供はそのような鳴き声を余り出さなく
なる （e.g.,	Panksepp	et	al.,	1978）。またヒトの場合
でも，親しい人の死や恋愛関係の破綻等の社会的
な損失に関連する出来事を想起するよう求められ
た女性では，内因性の μ-オピオイドの発現量が
減少する （Zubieta	et	al.,	2003）。また μ-オピオイ
ドの発現量の個人差に注目した場合でも，社会的
痛みに対する敏感さはその個人差に対応すること
が明らかになっている。μ-オピオイド受容体の
A118G遺伝子多型に関して，Aアレルをもつ個人
と比較して，Gアレルをもつ個人における内因性
の μ-オピオイドの発現量は少ない。そのため，
物理的な痛みに対してGアレルをもつ人は敏感で
ある。しかも社会的な痛みに対しても同様の傾向
が報告されている。Way,	Taylor,	and	Eisenberger	
（2009） は，社会的な痛みに関する敏感さを測定
する尺度への回答とμ-オピオイド受容体のA118G
遺伝子多型との関連性を調べた後，その一部の参
加者に対してサイバーボールゲーム （Williams,	
Cheung, & Choi, 2000） を実施し，社会的排斥を経
験する際の脳活動を計測した。まず，物理的な痛
みに対する反応と同様に，社会的な痛みに対する
主観的な敏感さはGGの人が最も高く，AG，	AA
の順であった。また，Eisenberger et al. （2003） を
追試し，サイバーボールゲームによる社会的排斥
の経験によって前帯状皮質や前部島皮質が賦活し
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子多型をもつ個人ほど，その文化環境に対応した
心の性質や行動様式を身につけやすい可能性を検
討してきた。ここでは代表的な知見について紹介
する。
1）DRD4と自己観：Kitayama	et	al.	（2014） は， 

DRD4の 7Rや 2Rの対立遺伝子をもつ個人は， 
4Rに代表されるそれらの対立遺伝子をもたな
い個人と比較し，当該の文化において優勢な
自己観に応じた志向性（北米における相互独
立，東アジアにおける相互協調，Markus	&	
Kitayama,	1991） が顕著であることを示した。
同様に， 感情経験に着目した場合でもその自
己観に応じた文化特有の志向性は，DRD4の
7Rや 2Rの対立遺伝子をもつ個人に顕著に見
られやすい。具体的には，ヨーロッパ系アメ
リカ人は全般的に否定的な感情よりも肯定的
な感情の経験を報告しやすく，特にその傾向
はDRD4の 7Rや 2Rの対立遺伝子をもつ場合
に顕著だった。一方，同様の傾向は，アジア
人の中でも特にDRD4の 7Rや 2Rの対立遺伝
子をもつ人々において弱くなった （Tompson  
et	al.,	2018）。Kitayamaらによる後続の研究は，
このようなDRD4の遺伝子多型による影響が
脳部位の体積にも関連していることを明らか
にしている。例えば，相互協調性が高い （日
本） 人ほど眼窩前頭皮質や内側前頭前野皮質
の灰白質の体積は小さいが（Kitayama	et	al.,	
2017），これらの皮質を含む前頭前野領域の灰
白質の体積の文化差はDRD4によって調整さ
れ，DRD4の 7Rや 2Rの対立遺伝子をもつ個
人ほどその文化差は顕著であった （Yu et al., 
2019）。またKitayama	et	al.	（2020） は，他者の
視点取得に関連しているとされる右側の側頭
頭頂接合部の灰白質の体積がヨーロッパ系 
アメリカ人と比較しアジア人のほうが大きく， 
しかもDRD4の 7Rや 2Rの対立遺伝子をもつ
個人ほどその文化差が顕著であることを示し
た。Kitayamaらの仮説 （Kitayama	et	al.,	2016） 
によれば，人はある社会・文化環境における
適切なふるまいや反応を学ぶが，正の報酬を
得るようなふるまいや反応は強化されていき，
しかもそのような報酬に敏感な個人ほどその
学習は動機づけられる。そしてこのような報
酬に基づく学習にはドーパミン神経系やそれ

その過去 5年におけるストレスフルな出来事の数
との関連を調べた。その結果，ストレスフルな出
来事の数が多かった個人ほどうつ症状が見られ 
たが，その関連性は特に 5-HTTLPR遺伝子多型の
s/sの人において顕著であった。s/sによる影響は，
3歳から 11歳までの幼少期に不適切な養育をさ
れた経験と青年期（18歳から 26歳）におけるう
つ症状との関連を見た場合にも同様であった。つ
まりこのモデルによれば，遺伝子に代表される個
人の素因とその望ましくない環境要因の両方が相
まってより深刻な精神疾患がもたらされる。一
方，diathesis-stress modelは望ましい環境の場合を
想定していないものの，過去の知見は，5-HTTLPR
の s/sの人の環境要因への敏感さはその環境が望
ましい場合にも生じ，そのため s/sの人は lアレ
ルをもつ人よりもむしろその環境からの恩恵を受
けやすく，うつ症状や攻撃行動を示しにくいこと
を示している （Taylor	et	al.,	2006；van	IJzendoorn,	
Belsky,	&	Bakermans-Kranenburg,	2012）。またこの
ような環境要因に敏感な遺伝子多型として，5- 
HTTLPRのほかにも， ドーパミン受容体 （DRD2や
DRD4） やドーパミントランスポーター （DAT） に
関連した遺伝子多型が知られている （Bakermans-
Kranenburg	&	van	IJzendoorn,	2011）。このような
証拠に基づき，J.	Belskyら （Belsky,	2005；Belsky,	
Bakermans-Kranenburg,	&	van	IJzendoorn,	2007）は，
進化的な視点に基づくモデルを提唱している。環
境と遺伝子の相互作用が示すのは，発達の段階で
どの程度環境要因の影響を受けるかについて遺伝
子に基づく個人差があるという点である。このモ
デルは，いかに後世に自身の遺伝子を残すかとい
う視点に立ったものであり，特に将来の不確実性
が高いために何が自身の遺伝子の拡散に効果的な
のか全くわからないような状況において，まさに
環境からの影響の受けやすさの個人差（とそれを
司る遺伝子）こそがいわば「保険をかける」戦略
として結果的に選択されてきたという可能性に依
拠する。

3.2　文化と遺伝子の相互作用
このような環境と遺伝子の相互作用の知見を踏
まえ，文化心理学者たちは，養育環境に留まらな
い文化環境に対する敏感さにも遺伝子多型を背景
とした個人差があり，いわゆる環境に敏感な遺伝
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人は「和を乱す」「他者に話すことで事態が悪
化する」 「他者から批判される」などを高く懸
念し，他者にサポートを求めにくいこと，そ
して他者にサポートを求める程度のこの文化
差は，そうすることの懸念を見積もる程度の
強さによって媒介されることを示した。そし
てKim	et	al.	（2010） は，この他者へのサポー
トの求めやすさの文化差をオキシトシン受 
容体 （OXTR） 遺伝子の一塩基多型のひとつ 
（rs53576） が調整することを明らかにした。
OXTR	rs53576のAAの人と比較し，Gアレル
をもつ人は共感能力に優れ，ストレスへの対
処能力が高いこと （Rodrigues	et	al.,	2009）， ま
た，AAの人と比べ，Gアレルをもつ人は自
尊感情やコントロール感が高く，楽観的であ
り，しかもそれらの傾向が強い個人ほど抑 
うつの兆候は見られにくいこと （Saphire-
Bernstein	et	al.,	2011） が知られている。Kim	et	
al. （2010） は，特に，現在ストレスを強く感じ
ていると報告した群に注目した場合，アメリ
カ人においてもとりわけGアレルをもつ人ほ
ど，他者にサポートを求めやすいことを示し
た。さらに後続のKim	et	al.	（2011） では，ア
メリカよりも東アジアにおいて顕著な感情抑
制の程度に着目し，OXTR	rs53576がその文化
差を調整する可能性をアメリカと韓国におい
て検討した。そして，GGの個人においてそ
の文化差は顕著であり，特に韓国ではGGの
人のほうがAAの人よりも感情抑制の程度は
高かった。

5）COMTと実行機能：幼少期における実行機能
の発達に文化差が知られている。例えば，抑
制や認知的なシフトに関する指標の一部にお
いて，西洋よりも東アジアの子どもたちのほ
うが優れている （Schirmbeck,	Rao,	&	Maehler,	
2020）。COMT（Catechol-O-methyltransferase）
は，前頭前野内のドーパミンを分解する酵素
であり， その遺伝子多型はValとMetからなる。
アメリカ人を対象とした先行研究（Bowers	et	
al., 2020） では，Metをもつ個人ほど実行機能
が優れているのに対し，日本人を対象とした
先行研究（Moriguchi	&	Shinohara,	2018） では
むしろValをもつ個人ほど実行機能が優れ 
ており， 文化間で一定していない。そこで

に関連する遺伝子が関与しており，DRD4に
関する一連の知見はその傍証と言える。

2）5-HTTLPRと表情認識：他者の表情を正しく
認識することは，良好な対人関係を維持して
いくうえで重要である。特に自身のふるまい
の不適切さを示すような表情のシグナル，例
えば他者の笑顔の消失に対しては敏感に反応
する必要がある。Ishii et al. （2011） は，そのよ
うな他者の笑顔の消失に対する敏感さは，相
互独立性が優勢なアメリカ人よりも相互協 
調性が優勢な日本人において顕著であると予
測し，それに一致した結果を見出した。Ishii 
et al. （2014） は，そのような日本人における笑
顔の消失に対する敏感さは，いわば文化的な
慣習に対応した心の性質をもちやすい s/sを有
する個人において顕著であると予測し，日米
で実験を行った。その結果，他者の笑顔の消
失に対する敏感さに関する文化差は特に s/sを
もつ個人において顕著であり，さらに日本人
のパターンのみに注目した場合，lアレルをも
つ個人と比較し s/sをもつ個人はより笑顔の消
失に対して敏感であった。

3）5-HTTLPRと権威や階層主義的な価値観への
支持：先に言及したMrazek	et	al.	（2013） は，
生態学的な脅威にさらされた国ほど sアレル
をもつ個人の割合が高く，sアレルをもつ個人
の割合が高い国ほど規範の厳しさが顕著で 
あることを示した。これに関連して Fischer 
（2013） は，規範の厳しさではなく，脅威と権
威や階層主義的な価値観への支持，そして 
sアレルをもつ個人の割合との関連を調べた。
Fischer （2013） の結果は，sアレルをもつ個人
の割合による媒介効果ではなく， むしろその
調整効果を示すものであった。具体的には，
病原体を始めとする脅威が高い環境下に置か
れている場合ほど権威や階層主義的な価値観
への支持が高いという傾向は，sアレルをも
つ個人の割合が多い国においてのみ見られた。

4）OXTRと社会的サポートや感情抑制の文化的
規範：相互協調性の 1つの側面として，それ
が社会的サポートの要請を抑制する可能性 
が知られている。例えば，Taylor et al. （2004） 
は，ストレスの対処法として，アメリカ人は
他者にサポートを求めやすいのに対し，韓国
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した特性における環境と遺伝子の相互作用を示し
た 103研究を調査した。特に環境と遺伝子の相互
作用を新たに検討した 47研究のうち有意な結果
を報告していたのは 96%	（=45/47） であったが，
そのうち，追認できたのは 27%	（=10/37） に過ぎ
なかった。この結果は，偽陽性の新奇な知見が一
定数公刊されていることに加え，差を示す新奇な
知見こそが公刊されるといった出版バイアスの存
在も示唆している。
文化心理学者が行ってきた文化と遺伝子の共進
化や相互作用に限定した場合でも，過去の知見の
再現性は疑わしい。例えば，Chiao	and	Blizinsky
（2010）の知見は，公刊されてすぐにそのサンプ
ルの偏りに関する批判を受けた。具体的には，
ヨーロッパ内およびアジア内に注目し，その文化
内での sアレルの人の割合と個人主義―集団主義
を調べた場合には追認できないというものである 
（Eisenberg	&	Hayes,	2011）。このEisenberg and Hayes 
（2011） による批判はゴルトン問題に基づくもの
であり，同様の問題ゆえに，Chiao	and	Blizinsky	
（2010） でも言及された病原体と集団主義との相
関（Fincher	et	al.,	2008） も空間的自己相関を統制
すると消失する（Horita	&	Takezawa,	2018）。しか
も Chiaoと Blizinskyが用いたデータベースには
アフリカや南米に関するものがほとんど含まれて
いなかった。Minkov	et	al.	（2015） は，先行研究 
に基づきアフリカや南米における sアレルの人の
割合に関して入手できるものを追加した上で，
Hofstedeの個人主義―集団主義との相関を調べ
た。しかしその相関は有意ではなかった。Chiao 
and	Blizinsky	（2010） に関する問題点は， サンプル
サイズの小ささに直接関連したものではない。し
かし文化と遺伝子の共進化を検討する場合，ある
遺伝子型を保有している人の割合に着目するた
め，国を含む地域が単位となる。ここにデータ
ベースの制約が加わったり，さらには歴史や地理
的に関連している地域をまとめて 1つの単位とし
たりすると，サンプルサイズはかなり限定され
る。そしてこのような少ないサンプルサイズを用
いると，偽陽性の知見を生み出しやすい。なお文
化比較研究におけるゴルトン問題への対応とし
て，Mace	and	Pagel	（1994） が用いた系統学的なア
プローチ （語族や空間的な近接性等によって文化
の系統樹を作成し，それによって文化間で歴史的

Senzaki et al. （2020） は，日米の 5～6歳児を対
象に，認知的シフトにかかわる課題を実施し，
NIRS（近赤外分光法） によって課題時の脳活
動を測定することで，直接的な比較を試みた。
その結果，行動レベルでは文化差がなかった
ものの，両側の前頭前野における活性化は日
本人よりもアメリカ人の子どもたちで強く生
じた。また COMT遺伝子多型と文化の交互作
用が行動レベルにおいては確認され，日本人
のパターンは先行研究と同様であったものの，
アメリカ人においては遺伝子多型間で成績に
差は見られなかった。

4．既存の知見の問題点

近年，これまで紹介した環境と遺伝子の相互作
用および共進化に関する研究はさまざまな批判 
を受けている。特に，多くの知見の再現性は疑わ
しいことが指摘されている （Dick	et	al.,	2015；Jern	
et	al.,	2017）。例えば，Caspi et al. （2003） は，環境
と遺伝子の相互作用に関する知見として後続の研
究に多大な影響を与えてきたが（Google Scholar
での被引用回数は 10,000以上），その後のいくつ
かのメタ分析はその相互作用を支持する結果を 
見出していない（e.g.,	Munafò	et	al.,	2009；Risch 
et	al.,	2009）。特にCulverhouse et al. （2018） のメタ
分析では，31の研究，38,000人もの参加者を対
象とした場合でも，5-HTTLPRの主効果およびそ
れと環境との相互作用は有意にはならず，環境要
因の主効果のみが頑健に見られた。この領域にお
ける研究が批判される大きな原因は，検定力不足
でありながらその点を考慮せずに研究が実践され
てきた点にある。以下，その具体的な点について
論じる。

4.1　サンプルサイズの小ささ
心理学分野における知見の再現可能性でも問題
になっているように，検定に必要とされるサンプ
ルサイズを実際のところ満たしていないにもかか
わらず，その知見の新奇性ゆえにいわば偽陽性の
知見（効果が本来ないにもかかわらず，誤って
「ある」 と判断されたもの）が学術雑誌に公表さ
れている可能性がある。Duncan	and	Keller（2011）
は，2000～2009年に公刊され，精神疾患に関連
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難である。さらに，他者に対して自身を望ましく
見せようとするといった社会的望ましさによる影
響も考えられる。よって本来文化比較研究は，こ
れらの問題を極力排した行動指標や脳内指標に基
づくものが望ましい。しかし行動指標や脳内指標
を用いた研究の場合，質問紙調査と比較し，デー
タ収集にかかる時間や労力のコストは大きい。し
かも大量のデータを異なる文化間で収集しなけれ
ばならなく，特に脳内指標の測定となると，測定
環境を文化間で揃えることも困難である。我々の
日本とカナダにおける研究プロジェクトが用いた
方法は，大量のデータ収集を優先させた結果の 1
つの妥協解に過ぎない。
ちなみに我々の研究は，既存の文化と遺伝子の
相互作用の知見に関連した内容を追認しなかった
ものの，新たな遺伝子多型による効果を見出し
た。人生に対する前向きな態度は日本人学生より
もカナダ人学生の方が全体的に高かったが，カン
ナビノイド受容体遺伝子多型（CNR1:	rs806377）
による影響が見られ，日本では比較的稀な遺伝子
多型であるCC遺伝子型を持つ個人は人生に対し
て特に前向きであることが分かり，カナダ人学生
とほぼ同等であった。カナダにおいては，逆に
TT遺伝子型の方が前向きな態度得点が高いこと
も示された（Matsunaga	et	al.,	2018）。ただし以下
で言及するように，遺伝子の効果量が極めて小さ
いことを踏まえると，既存の公刊されている文化
と遺伝子の相互作用の知見に基づく効果量から算
出されるサンプルサイズを我々のプロジェクトが
満たしていたとしても，それでもなお本来必要と
されるサンプルサイズには不十分である。

4.2　効果量の小ささ
心理学者が関心をもってきたのは，ラクトース
の分解酵素に関連する LCT遺伝子の多型，また
皮膚の色に関連する SLC24A5や SLC45A2遺伝子
の多型といったような遺伝子型と表現型との間に
明確な関連がある（しかもそれらは自然選択のも
とで進化してきたことが示唆されている） もので
はない。これらと比較すれば一目瞭然であるが，
さまざまな心理過程を経て生じる行動様式を表現
型とした場合には，その複雑な過程ゆえに遺伝子
による影響があったとしても効果が極めて小さい
と考えられる。よって遺伝子多型による有意な効

にまた空間的に共有されている部分を統制するも
の） やHorita and Takezawa （2018） のように地域を
変量効果として扱った分析が挙げられる。
また，Culverhouse et al. （2018） のメタ分析では，
統計的な安定性を保つための基準として 300名 
未満の研究を対象外としたが，例えばKim	et	al.	
（2010,	2011）は，これを満たさない。このような
サンプルサイズの問題を受け，我々の日本とカナ
ダにおける研究プロジェクトでは複数の比較文化
実験を行い，計 1,000名程度からさまざまな心
理・行動指標を用いたデータを得た。そして分析
では，反復測定による問題を是正するために，仮
説の数に基づき有意水準を調整した。このように
KitayamaらやKimらの研究と比較してより問題
の少ない方法を用いたが，文化×遺伝子の相互作
用は概ね支持されなかった。例えば，相互独立と
相互協調の自己観の文化差は追認されたものの，
DRD4による影響は全く見られなかった（Ishii et 
al.,	2021a）。さらに，感情抑制とは反義のものと
して感情表出のしやすさがあり，これに関して特
にポジティブ感情の表出は日本よりもカナダにお
いて顕著であったが，OXTR	rs53576の影響やま
た別のOXTR遺伝子の多型 （rs2254298） による影
響はいずれも生じなかった（Ishii	et	al.,	2021b）。
なお，これらの研究で測定された自己観，感情
抑制，感情表出は，すべて尺度を用いた内省報告
に基づくものである。尺度を用いた質問紙調査は
簡便であるため，数多くの参加者からデータを集
めるためには有効な手段である。しかし，特に文
化比較の文脈においては，いくつかの問題がある
（Heine et al., 2002；Lalwani,	Shavitt,	&	Johnson,	
2006；Peng,	Nisbett,	&	Wong,	1997）。まず，バッ
クトランスレーションを含む適切な方法で言語間
の翻訳がなされていても，用語（例えば，「私の
意見では」や「直接的に」）の概念に言語・文化
間での絶対的な基準がない。そのため，参加者は
日常の経験に基づきそれらの用語を解釈するが，
参加者が参照する日常経験そのものが文化によっ
て異なっているとしたら回答を文化比較するのは
不可能である。また，尺度項目を通じて自身の考
えや態度を問われた際，参加者は，意識，無意識
を問わずに，自分の周囲の他者一般と比較しなが
ら回答しやすい。この場合も，他者一般の基準が
文化によって異なっているとしたら文化比較は困
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の要因が多いほどストレス経験は深刻なものにな
ると考えられる。過去の研究には，このような環
境に対する加算的な見方を踏まえ，環境に対して
敏感とされるさまざまな遺伝子多型の効果も加算
的なものとみなして算出された多遺伝子スコア
（polygenic scores） を用いたものもある （e.g.,	Belsky 
&	Beaver,	2011）。文化と遺伝子の相互作用に関し
ても，DRD4，	5-HHTLPR，	OXTR， そしてセロト
ニン 1A受容体遺伝子多型についての多遺伝子ス
コアに着目した場合，それらの各遺伝子多型を用
いた場合よりも，感情の表出や抑制にかかわるさ
まざまな行動の文化差との関連が広範に確認さ 
れることが報告されている （LeClair,	Janusonis,	&	
Kim,	2014）。このことは，多遺伝子スコアの有用
性を示唆する。しかし，文化と遺伝子の相互作用
の研究の文脈において，このような多遺伝子スコ
アがもとにしている遺伝子多型のユニットは，過
去の知見で環境に敏感であることが示唆されてい
るからという以上の根拠はなく，その遺伝子多型
の生体内での機能や機序に基づいた分類ではな
い。多遺伝子スコアとそれに基づくモデルの使用
は，後に触れるように注目を集めている。ただし
文化と遺伝子の相互作用の研究の文脈における単
一遺伝子多型に関する知見に基づいていくつかの
遺伝子多型を選択し，そのようなスコアを求めて
利用するのは，問題である。代わりに，後述する
ゲノムワイド関連解析（GWAS）によって候補と
なる複数の遺伝子多型を見出した上で，多遺伝子
スコアを用いてそれらの遺伝子多型の効果を組み
合わせ，例えば文化特有の心理・行動傾向を示し
やすい人を特定するといった手続きが必要となる
だろう。
ターゲットとする遺伝子多型を選択する他の方
法として，後述のGWASの知見に基づくもの，
および動物モデルに基づくものがあるだろう。例
えば動物モデルを援用し，出アフリカに関連した
遺伝子多型を見出した研究として，Royo et al. 
（2018） がある。この研究が着目しているのは，
衝動性との関連が示されているシグナル制御タン
パク質 β1	（SIRPB1）遺伝子のコピー数多型であ
る。変異によってこの対立遺伝子に重複した領 
域をもつ個人は，そうでない個人よりも衝動性を
コントロールするのに優れている （Laplana et al., 
2014）。そして 42の民族に注目してこの遺伝子多

果を見出すためには，本来，大きなサンプルサイ
ズが必要である。
ただしたとえ効果量が小さくても，遺伝子型と
表現型との間にどのような機序を想定できるの
か，その点を明確にしたうえでターゲットとする
遺伝子多型を選択することにより，偽陽性の知見
を減らすことは可能であると言えよう。文化と遺
伝子の共進化に関連したものとして，Lee et al.
（2021） は，OXTR遺伝子の多型がどの程度脳の
特定領域で発現しているかをもとにいわば脳内で
の表現型を推測し，それが国レベルの社会生態学
的な脅威と規範の厳しさとどのように関連するか
を検討した。具体的には，70のOXTR遺伝子多
型と 10の脳領域（例えば，前部帯状回，前頭前
野 ［BA9］，尾状核など） をターゲットとした。そ
して各脳領域におけるOXTRの発現レベルにつ
いて地域差（アフリカ，東アジア，南アジア，
ヨーロッパ，アメリカ）を分析したところ，前部
帯状回を対象とした際に最も明確な差異が見出さ
れた。しかも社会生態学的な脅威が大きいと前部
帯状回におけるOXTRの発現レベルは高く，さ
らにこの関係は規範の厳しさによっても部分的に
媒介されていた。また東アジア（中国，日本，ベ
トナム）において，OXTR遺伝子の多型の中でも
特に rs	9840864という遺伝子多型が選択されてき
た可能性が示唆された。前部帯状回が共感や向社
会性に関連していることを踏まえると，社会生態
学的な脅威が高い環境のもとでは，共感や向社会
性を促す機能ゆえに，前部帯状回におけるOXTR
の発現レベルが選択されてきたのかもしれない。
この Lee et al. （2021） が示唆したプロセスは，先
に紹介した Chiao	and	Blizinsky	（2010） やMrazek	
et al. （2013） による5-HTTLPRと生態学的な脅威・
規範の厳しさとも関連する。脳内におけるオキシ
トシンの発現にはセロトニンやドーパミンによる
影響が見られることから （Bethlehem	et	al.,	2013），
今後文化と遺伝子の共進化のモデルについてさら
に理論および実証の両方で精緻化していく必要が
ある。
また，ある社会・文化環境の特徴は，例えば幼
少期におけるストレスフルな経験としてまとめら
れるものであっても，それが子に対する親の虐待
やネグレクトであるのか，それとも家族の経済的
困難によるものなのか等，複数の要因があり，そ
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うえでの，いわば候補となる遺伝子多型の決め打
ちにならざるをえない。そのため莫大な数の遺伝
子が存在していることを踏まえると，このような
やり方を用いる限り，大多数の遺伝子による影響
の有無は未知のままである。
こうした問題に対して有効なのが，ゲノムワイ
ド関連解析（GWAS） を用いた研究である。これ
は，網羅的に数十万から数百万の一塩基多型を解
析し，どの遺伝子型と形質（例えば疾患や心理的
な特性）が関連しているのかを調べるものであ
る。その利点は，何らかの仮説を必要とせずに，
網羅的な解析によってある一塩基多型と形質の関
係を見い出すことにあり，その結果これまで関連
が知られていなかった新しい遺伝子に着目するこ
とが可能になる。特に心理的な特性に着目した場
合， 例えば，	Okbay,	Baselmans	et	al.	（2016） は，	3つ
の心理変数（主観的幸福感，うつ傾向，神経症的
傾向） に着目し， それぞれにつき最低でも16万人
以上のデータを参照することで，主観的幸福感に
は 3個，うつ傾向には 2個，そして神経症的傾向
には 11個のそれぞれ独立した一塩基多型が関与
していることを明らかにした。Okbay,	Baselmans	
et al. （2016） を含め近年のこの分野の知見の多く
は，英国のUK	Biobankや米国のAdd	Health等の
ビッグデータの解析に基づくものである。この手
法では検定を繰り返して行うことによって生じる
多重比較の問題が深刻であるため，有意水準を極
めて低い値に設定し，多大なサンプルサイズを確
保することによって検定力を得ることが必須であ
る。よって研究を実施するには莫大なリソースを
必要とする。また，たとえ未知の遺伝子多型が見
い出されたとしても，それが生体内でどのような
機能を持ち，その機能に関連する他の遺伝子多型
とどのような機序のもとで成り立っているのかと
いった先程挙げた点を含む，さまざまな形での検
証が必要である。実際，Okbay,	Baselmans	et	al.	
（2016） が主観的幸福感について見いだした 3つ
の遺伝子多型を候補遺伝子として用い，1,000人
以上のドイツ人からデータを収集して人生満足度
との関連を調べた Lachmann et al. （2021） では，そ
のうちの 1つの遺伝子多型においてのみ，しかも
限られた領域における人生満足度への影響が得ら
れただけであった。何らかの仮説を必要としない
網羅的な解析であるGWASの特性を踏まえれば，

型の特徴を調べたところ，出アフリカを踏まえた
ときの移動距離が長いほど，その重複した領域を
もつ個人の割合が高いことを明らかにした。また
ゼブラフィッシュを用いた実験により，重複した
領域を持つ対立遺伝子があることによって中枢神
経における SIRPB1の発現が促されることも示唆
された。動物モデルは，脳における遺伝子の発現
といったいわゆる中間的な表現型を実証するうえ
で，有効な方法である。

4.3　ターゲットの問題
サンプルサイズや効果量に注目して単一の候補
遺伝子に基づく研究の問題点について述べてきた
が，他の重要な点として，そもそもその遺伝子に
着目するのはどの程度妥当なのかというのも挙げ
られる。研究者たちがヒューリスティックを用い
た結果，よく公刊されている遺伝子多型に注目が
集まり，闇雲にその遺伝子多型とさまざまな社会
行動との関連が研究されてきた可能性は否めな
い。一方で，社会・文化環境と遺伝子の共進化
は，人 （ヒト） と文化の起源を問うものであり，
その 1つの大きなテーマは出アフリカ以降の人類
の移動・移住である。そのようなテーマ設定はど
の遺伝子多型に注目すべきかの方向性を決めう
る。具体的には，移動や移住にかかわる心の性質
として新奇性追求があり，関連するものとして
DRD4についての知見が蓄積されてきている。ま
た，Royo et al. （2018） が示した SIRPB1もそれに
関連すると考えられる。さらに，Y染色体ハプロ
グループの変異をたどることによって，歴史上の
人類の移動・移住の経緯を推測することも可能で
ある。ハプログループD系統の中でもD1のみが
出アフリカを果たし，その下位系統であるハプロ
グループD1a2a	（D-M55） 系統は日本のみでしか
見られていない。興味深いことに，D-M55遺伝
子多型を持つ男性は，それを持たない男性や女性
よりも，	BMIが高く， 友人の数も多く， DRD2の
GG型の頻度が低い（ドーパミンの放出抑制機能
が弱いことが推察される） ことがわかっている
（Matsunaga	et	al.,	2021）。ただしテーマ設定によっ
てどの遺伝子多型に注目すべきかの方向性は決ま
るものの，その先は，移動や移住にかかわる心の
性質との関連が推測される遺伝子多型，または遺
伝子多型の保有に関する地域の特異性を考慮した
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研究は，教育年数にかかわる多遺伝子スコアがど
の程度関連する変数を予測するのかについても検
討した。彼らは，まず，ダニーデン（ニュージー
ランド）における縦断研究のデータセットを用
い，教育年数にかかわる多遺伝子スコアは，社会
経済的地位の高い家庭環境であるほど高くなった
ものの，そのような家庭環境の差異にかかわら
ず，そのスコアが高いほど成人になってから社会
的に成功しやすいこと（下から上への社会移動が
生じやすいこと） を示した（Belsky	et	al.,	2016）。
ダニーデンに加えて他のいくつかの縦断研究 
のデータベースを加えて検討した Belsky	et	al.
（2018） は，この 2016年の知見を追認するととも
に，母親の教育年数にかかわる多遺伝子スコアが
子どもの教育年数の長さを予測することを示し
た。しかし，これまで紹介した研究は，ヨーロッ
パを出自とする人々を対象にモデルを作成し， 
同じ出自の人々の教育年数を予測したものであ
る。実際，Lee et al. （2018） によると， アメリカの
Health and Retirement Studyのデータベースにおけ
るアフリカ系アメリカ人を対象とした場合，彼ら
が依拠した多遺伝子スコアによって説明された 
教育年数の分散は 1.6%であった。Martin	et	al.	
（2017） も，欧米のビックデータを対象とした
GWASから得られた候補遺伝子や多遺伝子スコ
アによるモデルを他の民族背景の人々に適用す 
るのが困難であることを述べている。また，広範
な研究のレビューを行ったDuncan et al. （2019） も
同様の結論を示した。2008年から 2017年に行わ
れた多遺伝子スコアを含む研究の 67%がヨー
ロッパ系の人々のみを対象としており，またヨー
ロッパ系の人々をもとにしたモデルの当てはまり
は非ヨーロッパ系において低く，特にアフリカ系
の場合にその傾向は顕著であった。これらの結果
は，もし日本人における何らかの心理特性，例え
ば主観的幸福感を検討するのであれば，日本人を
対象としたビックデータに基づき候補遺伝子を探
索して多遺伝子スコアによるモデルを作成する必
要があることを示唆する。

5．まとめと今後の可能性

本論では，社会・文化環境と遺伝子の共進化や
相互作用についての知見を選択的にレビューし

そしてとりわけ幸福感といった主観的でいわば複
雑な心理特性に注目するのであれば，Lachmann 
et al. （2021） が行ったように，GWAS研究によっ
て候補とされた遺伝子多型の効果を異なったサン
プル（特に元となっているGWAS研究がターゲッ
トとした集団とは異なった民族的背景や文化的背
景をもったサンプル）を使って検討し，その効果
の妥当性を調べていく作業は極めて重要である。
加えて，GWASの進展とともに，GWASによっ
て得られた複数の候補遺伝子の効果を評価するた
めの多遺伝子スコアも用いられている。このスコ
アは，各遺伝子多型の影響をアレルの数（0,	1,	2）
にその遺伝子多型の効果量で重みづけして求め，
加算したものである。社会科学分野における
GWAS研究のうち，信頼性の高い結果を見出し
ている指標として教育年数が挙げられる。近年，
教育年数を対象とした大規模なGWAS研究が行
われ，多遺伝子スコアが用いられている。幸福感
のような主観的な評価とは異なり，教育年数は客
観的な指標であり，しかも社会経済的地位を示唆
する。そのため，教育年数を対象としたGWAS
研究を行うことで，社会階層に関連したさまざま
な社会行動や健康への遺伝子の効果といった極め
て影響力のある議論が可能である。一連の研究 
のうち，10万程度のデータを用いたRietveld et al. 
（2013） は，3つの独立した一塩基多型を同定し
た。また，有意水準の閾値をいくつか設定してそ
の基準を満たす複数の遺伝子多型を使って多遺伝
子スコアを求め，それがどの程度教育年数の分散
を説明するかを調べた。その結果，すべての遺伝
子多型を含めた場合の数値が最も高く，その値は
約 3%であった。以降のより大きいサンプルサイ
ズを用いた研究の場合，例えば，約30万のデー
タを用いたOkbay,	Beauchamp	et	al.	（2016） は，74
の独立した一塩基多型を同定し，すべての遺伝子
多型を含めた場合の多遺伝子スコアは，3.2%の
教育年数の分散を説明した。後続の Lee et al.
（2018） では，110万程度のサンプルサイズを用い
て 1,271の独立した一塩基多型を同定し，多遺伝
子スコアは 11～13%の教育年数の分散を説明し
た。さらにOkbay et al. （2022） は，300万程度の
サンプルサイズを用いて 3,952の独立した一塩基
多型を同定し，多遺伝子スコアは 12～16%の教
育年数の分散を説明した。加えてD.	Belskyらの
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場合に population	stratification（集団構造）のバイ
アスが生じ，偽陽性の知見の確率が上昇すること
が知られている （Marchini	et	al.,	2004）。一般的に
は，主成分分析を用いてその集団構造を取り出
し，遺伝子の効果を調べるための線形回帰モデル
にその集団構造に関する項を含めることで統制す
る。そしてその集団構造を取り出す際，同じ先祖
の背景をもつ集団ごとにクラスター化していく方
法も提唱されている （Solovieff	et	al.,	2010）。ヒト
という生物の普遍的な特性を前提とした場合，民
族の差異は基本的にエラー扱いになる。この前提
は，心理学，神経科学においても広く信じられて
いる。
その一方で， Henrichは， 心理学の知見がWEIRD	

（Western,	Educated,	Industrialized,	Rich,	Democratic
の略）である人々を対象としたものに極めて偏っ
ていることの問題点を指摘し，非WEIRDの文化
的背景をもった人々を対象とした研究の必要性を
提唱している（e.g., Henrich, 2020；Henrich, Heine, 
&	Norenzayan,	2010）。同様のことは，この研究領
域にも当てはまる。実際，GWAS解析に基づく
知見は，世界人口の約 24%の情報に基づくもの
で，そのサンプルの代表性には問題がある （Mills	
& Rahal, 2020）。そして文化と遺伝子の共進化の
研究が示しているように，文化環境に応じて結果
的にある特定の遺伝子多型が選択され，その分布
に大きな地域差が生じている可能性がある。よっ
て，養育環境と遺伝子多型との相互作用に関する
研究や英国や米国のビッグデータに基づくGWAS
解析から見出された知見は，どの程度通文化的に
妥当であるか，この点は極めて重要な問いであ
る。このうち，養育環境と遺伝子多型との相互作
用に関しては，我々の研究プロジェクトにおいて
も，日本とカナダにおいて一般的信頼の醸成にお
ける養育環境とOXTR	rs53576との相互作用の可
能性を検討し，望ましくない養育環境が一般的信
頼の醸成の妨げになるが，この効果はOXTRの
AAをもつ個人に特化していることを通文化的に
示した（Zheng	et	al.,	2020）。一方で，多遺伝子ス
コアでの民族的背景を超えたモデルの当てはまり
の悪さは，現状のヨーロッパ系の人々を対象とし
た結論を通文化的に扱うことの妥当性に疑問を投
げかけるものであり，非ヨーロッパ系のサンプル
を対象としたGWAS研究が急務であることを示

た。文化心理学によれば，人々がある社会・文化
環境で生きるということは，すでにその環境で作
られてきた価値や意味を含む慣習に参加し，考
え，感じることを通じて，その価値や意味を自ら
のふるまいとして体現することであり，そのふる
まいとしての体現こそが文化的な価値や意味を 
再生産する。そして重要なことに，そのプロセス
において，人々が意識的にその文化に対して賛同
しているかどうかは決して必要不可欠ではない。
文化とはある意味，空気のようなものであり，
日々の生活において空気を吸っていることをあえ
て意識することもないのと同様，当該の文化に対
する是非を意識することなく日々を生活し，その
ことが結果的に文化的な価値や意味の再生産と 
なる。過去 30年近くに及ぶ研究は，主観的な態
度や感情の報告のみならず，むしろ行動そのもの
を記録することを通じて，この文化による非意識
的な，非明示的な心への影響を明らかにしてきた
（Cohen	&	Kitayama,	2019）。そして現在では，脳
や遺伝子へと研究が進むことで，その知見は，ヒ
トとしての生物学的基盤を前提としながらも，社
会・文化環境がどう人を作り上げ，さらにその人
たちが寄り集まってどう社会・文化環境を作り上
げたかという根本的な問いの解明に貢献するだ 
ろう。
社会・文化環境と遺伝子の共進化や相互作用に
ついての知見については，検定力不足に関連した
さまざまな問題が指摘されている。その問題を背
景として，近年GWASによるアプローチが主流
になりつつある。Montag	et	al.	（2020） は “genome 
wide scans” という言葉を用いたが，GWASによっ
て見出された「候補」遺伝子についてその影響を
行動や脳レベルで詳細に検討していくことは不可
欠である。さらに，文化心理学者としての懸念で
もあり，またそれゆえにまだこの領域に対する貢
献が可能と思わせるのは，従来の単一の遺伝子多
型に着目した研究， ビッグデータによるGWAS解
析， そしてCaspi et al. （2003） に代表されるような
養育環境と遺伝子多型との相互作用に関する研究
の（つまり文化心理学者による文化と遺伝子の共
進化や相互作用に関する研究を除いた）ほぼすべ
ては，単一文化のサンプルに基づいているという
現状である。なお，GWASでは，民族の差異な
どが理由で遺伝的に異なったサンプルが含まれる
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が生じやすいのかといった問いは，遺伝子と文化
の共進化や相互作用における（文化心理学者の）
見方を補完するものとして位置づけられ，今後の
研究の交流が必要であると考えられる。
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